
『補修設計と施工、
今後の課題』
（株） ケ ー ア イ テ ク ノ 今 井 智 也



補修工事に関する記事

『謎解き！ゼロから学ぶ維持・補修
床板の補修後にまたⅢ判定？』
〔日経コンストラクション 2021.9.27号〕

最近、土木工事の専門誌では補修に関する記事が増えている。

その中でも、上記のように補修後の問題などを掲載する記事も多くみられる。

近年では補修を行う業者も増えてきており、正しい補修方法の選定が重要と感じる。

施工側の立場で、補修後の不具合を起こさないようにするための工夫を発表する。



ひび割れ補修と断面修復が隣接する補修施工
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端部からの雨掛かりにより劣化
調査の結果、多くのひび割れ部が浮きを伴う劣化



多数のひび割れ
低圧注入補修



腐食による浮き部



『コンクリート標準示方書 維持管理編』







調査後・斫り後にどうなったか？
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他のひび割れ部は、斫り後も浮き等無し



コンクリート標準示方書 維持管理編より

◎ひび割れの補修について◎
進行性のひび割れ・進行性でないひび割れに大きく分かれる
（構造上のひび割れについては今回は省く）

進行性でないひび割れは、表面被覆とひび割れ補修（注入・充填等）を記載

進行性のひび割れでは劣化の原因により補修方法（断面修復等）を記載

鋼材の腐食進行の抑制にひび割れ注入工の記載は無し

断面修復等での対応となる

補修方法の選定は施工中に何度か検討が必要（特に斫り後）



断面修復とひび割れ補修についてまとめ

橋梁の点検結果により発注されているため
→大幅な数量の変更に納得してもらう必要がある

補修は現場に入ってみないとわからない
→足場の設置後に全体を見て判断する必要がある

施工中も十分な観察と調査が必要
→特に浮きは広がる可能性大

間違ったまま竣工すると
→一時的（竣工検査時）には問題ないが、次回の点検時にも補修が必要との結果が出る



遊離石灰が析出した部分の補修について

遊離石灰の析出
（雨天時のみ漏水）



遊離石灰を撤去



遊離石灰析出部の補修問題点と対応

Uカットにて充填補修の図面が多くみられる
→有筋構造物であれば水分が溜まることにより劣化が促進される可能性有

どのような条件で水が出ているのかが重要
→雨天時のみなのか、常時水が出ているのか（漏水原因から対応する必要有）

低圧注入で施工可能かどうか
→表面をケレン清掃することにより低圧注入での施工可能


